
自慢できる項目	

農業・農産物	 27.7％

交通の便	 23.3％

住環境	 23.3％

公園	 20.6％

子育て・教育	 17.0％30・40代では４割以上の方が

「あると思う」と回答

全世代から、日常生活や通勤・通学の利便性が、

子育て世代から、子育てのしやすさが評価されました

主な自由記述での回答（回答数）

1.　ブドウ（107）
2.　あいち健康の森公園（61）
3.　名古屋へのアクセス（44）
4.　文化・歴史・バイオリン（27）
5.　国立長寿医療研究センター（21）
6.　アローブ（19）

バスの利便性・外出手段に関する意見を多く頂きました。
市としても重要度の高い施策と捉え、さらに住みよいまちを目指します。

3回連続3回連続

市民意識調査市民意識調査の結果を報告します

　市では、この調査結果を市民の皆さんから頂いた貴重なご意見として、今後の市政運営に生かしていきます。
　調査の詳しい分析結果は、市ウェブサイトに掲載しています。ぜひ、ご覧ください。

　これからの市政運営に活用するため、令和6年度市民意識調査として市民の皆さんにアンケートを行いました。
行政サービスに対する満足度・重要度・力を入れてほしい点・日頃の地域での取り組み・生活面での意識などにつ
いて質問し、1403人から回答を頂きました。主な回答結果をお知らせします。

企画広報戦略課　☎（45）6214

　市は、こども・子育て支援、高齢者の生活支援、区画整理事業、公園・緑地の整備、観光の活性化、企業誘
致による雇用創出など、バランスの取れた施策を推進しています。その結果、全国1729の自治体のうち、4％
に当たる「自立持続可能性自治体※2」に位置付けられ、上図のようなまちづくりの評価を受けるなど、選ばれるま
ちとして成長を続けています。

01
大府市の住みよさへの実感は？

02
大府市の自慢できるものは？

04
力をいれてほしい点は

03
行政サービスに関する満足度は

客観的な指標でも高評価

DATA 調査期間　2024年8月2日～9月13日
調査対象　�市内在住の18歳以上の方�

（3000人を無作為抽出）

年代
（n=1400）

10歳代10歳代　1.2％　1.2％

20歳代20歳代
7.1％7.1％

30歳代30歳代
14.3％14.3％

40歳代40歳代
16.8％16.8％

50歳代50歳代
17.4％17.4％

60歳代60歳代
13.6％13.6％

70歳代70歳代
17.9％17.9％

80歳代80歳代
11.4％11.4％

90歳代90歳代　0.4％　0.4％

大府　大府　
17.7％17.7％

神田神田
7.7％7.7％

北山北山
11.6％11.6％

東山東山
7.9％7.9％共和西共和西

9.0％9.0％

共長共長
12.6％12.6％

吉田吉田
9.5％9.5％

石ケ瀬石ケ瀬
14.2％14.2％

大東大東
5.3％5.3％

分からない分からない　3.7％　3.7％ 無回答無回答　0.8％　0.8％

居住地域
（小学校区）
（n=1400）

調査方法	 �配付：郵送方式　�
回収：郵送・WEB回答方式

回収数（率）	 1403（46.8％）
有効回答数� 1400

住み続けたい

住み続けたい
57.5％当分の間

住み続けたい
29.5％

市内の他地域に
移りたい
2.4％

89.489.4％％
住み続けたい住み続けたい

37.137.1％％

水の安定供給水の安定供給
72.372.3％％

健康づくりの支援健康づくりの支援
71.271.2％％

消防・救急体制の消防・救急体制の
充実充実

67.667.6％％

バス・鉄道などのバス・鉄道などの
公共交通の整備公共交通の整備

68.668.6％％

自慢できるものが自慢できるものが
あると思うあると思う

県内２位 県内1位 全国1位
人口５万人以上10万人未満

R6年度 R6年度

合計特殊出生率
1.71

全国平均		1.33 地価上昇率
住宅地・商業地

経済 全国6位
全国18位
全国22位

社会
環境

全国市区
SDGｓ先進度調査※１

全市区で12位

※１　�日本経済新聞社が、全国815市区を対象に２年に１回実施する調査。各自治体からのアンケート回答と国
の公表データに基づき、「経済」「社会」「環境」の3分野について持続可能性の観点で評価されます。

※�２　�自治体持続可能性レポート2024（人口戦略会議）より。自立持続可能性自治体とは、人口比率などの観点
から100年後も持続可能性が高いとされる自治体のことを指します。

市内への商業施設の誘致、野外クラシックコンサートなどの音楽によるまちづくりの推進、
高齢者に向けた移動支援事業の拡充が、評価の要因と考えられます。

親の免許返納後も外出できる
環境が整うと住みやすい。

通院・買い物のために、
バスの本数を増やしてほしい。

75歳以上の免許返納者を対象に
タクシー初乗り料金を助成しています

ふれあいバスに、通院・買い物に便利な
新たな2つの路線が誕生します

福祉車両を活用したスーパーへの 
送迎サービスを吉田地区にも拡充します

評価の上昇した項目

イベントの推進による
まちの観光の活性化

UP

5.15.1ｐｔｐｔ
地域で生活しやすい

まちの形成
UP

2.42.4ｐｔｐｔ
市内で買い物の
しやすい環境

UP

5.35.3ｐｔｐｔ

満足・おおむね満足満足・おおむね満足

力を入れてほしい・力を入れてほしい・
できれば力を入れてほしいできれば力を入れてほしい

住みよさ

大変住みやすい
31.9％

どちらかというと
住みやすい
55.9％

87.887.8％％
住みやすい住みやすい

30代

80代

R7.10

R7.秋

R7.1

2025.4 142025.415


